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２０２２年度第１ラウンド

「CAN/CAN FD通信仕様」
実績報告

（株）安川電機 出口 陽平
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勉強会概要

勉強内容

＜基本＞
以下のトピックについて参加者全員の持ち回りで発表を
行った
1. CAN の 基礎知識
2. CAN プロトコル
3. CAN FD の 特徴
4. CAN と の 違 い
5. CAN FD プロトコル

勉強スタイル 演習方式

開催日（全３回）
第1回 7月13日(水)、第2回 7月27日(水) 、
第3回 8月24日(水)

開催時間帯 15時00分～17時00分

参加社数（人数） 11社（11名）

開催方法（場所） オンライン(Teams)
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勉強会の様子
講義資料

※オンライン開催のため、写真なし。
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
– 本研修を通してCANやCAN FDについての基礎知識を学べた

– 輪講形式のおかげで、特に自分の担当分について理解が深まった

– 専門家の方も呼んで、不足している部分についてフォローして頂ければ

より良かった
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
工夫点

• 輪講形式を採ることで参加者個々人の理解を促した

今後の課題
• 負担が偏らないように輪講担当範囲を割り当てる必要がある

◆講師所感
– 輪講形式は学習テーマの理解を深めるのに有効な手法

であると感じた

– 実際にリーダーを担当して分かった課題もあるため、そ
れらについては改善の余地あり
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２０２２年度第１ラウンド

「ソフトウェア ファースト」
実績報告

株式会社アイシン/株式会社東海理化

間瀬順一
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勉強会概要

勉強内容

• 及川卓也著「ソフトウェア・ファースト」を輪講しました。
• 全5章の内容を確認して、意見交換をしました。
• ゲストを2回お呼びして、意見を伺いました。

（高田広章先生、永和マネジメントシステム天野勝様）

勉強スタイル 輪講形式

開催日（全６回）
第1回6月27日(月)、第2回7月11日(月)、第3回7月25日(月)、
第4回8月8日(月)、第5回8月22日(月)、第6回9月5日(月)

開催時間帯 １８時００分～２０時００分

参加社数（人数） １４人

開催方法（場所） Zoom開催
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勉強会の様子

担当の方が、書籍を要約し
て、それをも元に議論

Zoomで開催したため、対話
とは別にチャットでも議論を

提示してもらった。

可能な範囲でカメラもONに
していただいた。
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメン

• 参加者のコメント
– ソフトウェアファーストというテーマを元に、各社の取り組みや忌憚のな

い意見を聞く事が出来た。

– 今後の自分のキャリアを考え直すきっかけになった。

– 同系の職種でも会社による違いを知ることが出来た。
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
著書をベースに輪講形式で議論を行った。

著書の要約と議論の比率を1:1になるよう計画した。

参加者は年齢的な多様性があった。

いろいろな意見が聞けたという感想を多くいただく。

◆講師所感
市販されている書籍を題材とした。

年齢も立場も異なる方から、意見を参加者のみなさまから

伺うことができた。

講師にとっても、多く学べる勉強会でした。



17/91

２０２２年度第１ラウンド

「MISRA-C 2012」
実績報告

アイシン・ソフトウェア株式会社 間渕 智子
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勉強会概要

勉強内容

MISRA-C 2012を運用するにあたり
必要な活動概要及び、ルール解釈についての解説を実施
・第1章 MISRA-C 2012概要
・第2章 MISRA-C運用手順
・第3章 違反に対するソースコード修正・誤警告事例紹介

勉強スタイル レクチャー形式、演習方式

開催日（全１回） 第１回 1月20日(金)

開催時間帯 14時30分～17時30分

参加社数（人数） 19名

開催方法（場所） Zoom開催
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勉強会の様子

MISRA-C 2012の概要
レクチャー形式にて説明

MISRA-C違反コードの修正
演習方式で実施
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
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良かった点 ・事例紹介が具体的内容で実務に直結する情報だった
・何気なく対応していたMISRA-Cについて目的や意義を知ることができた

改善点 ・もっとたくさんの事例を紹介してほしい



21/91

まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
アンケート結果より、勉強会が「役に立った」との回答
が多数を占めている

特に、インターネットで拾えない情報である
「コード修正事例の実習/紹介」は好感触であった

◆講師所感
修正事例だけでなく運用手順への質問も多く、
全体的に参加者の関心の高い内容で構成できた

来年度に向けて、コード修正事例とその他箇所の
バランス配分の調整を検討していきたい
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２０２２年度第２ラウンド

「モデルベース開発（MATLAB）」
実績報告

（株）ヴィッツ 鎌倉 任矢
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勉強会概要

勉強内容

＜基本＞
・モデルベース開発の概論

- なぜ、モデルベース開発が求められるのか
- モデルベース開発の特徴

・MATLAB/Simulinkのモデリング講座

- 基本的な演算のモデル化演習
- 自動車の機能等のモデル化演習

勉強スタイル レクチャー形式、演習方式

開催日（全３回） 第１回 １月２５日(水)、第２回 ２月１日(水)、第３回 ２月８日(水)

開催時間帯 １８時００分～２０時００分

参加社数（人数） ９社（９名）

開催方法（場所） オンライン（Teams）
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勉強会の様子
講義資料
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
- 自動車業界におけるモデルベース開発の考え方がわかった。

- MBD開発プロセスにおけるメリットやデメリットがわかりやすくMBDプロセスを

用いることの意義がわかったため。

- モデル開発の有用性の解説や実際にツールを使用してモデルを作成を

体験することで、開発の流れの一端を経験できる良い機会となりました。
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
良かった点

・MBD開発の概論についての質問が多く、積極的に

講義に参加していただけた

今後の課題

・演習で時間内にできた方が少なかったため、

課題の難易度が少し高いと感じた

◆講師所感
オンライン開催で意思疎通に障害があったが、

メンバーが積極的に参加してくださったため、

結果として満足度が高い勉強会になったと感じた。
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２０２２年度第１ラウンド

「アジャイル開発(スクラム)」
実績報告

株式会社デンソー 高橋 聡樹
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勉強会概要

勉強内容

＜アドバンス＞
車載ソフトのアジャイル開発を実践する上での悩みを事
前に参加者に書いていただき、それをベースに解決策を
ディスカッションします 。
進め方
1回目：自己紹介、参加者全員の悩みの棚卸しおよび計画
2回目以降：1回 2～3人分ずつ、解決策を話し合います

勉強スタイル 輪講形式

開催日（全５回） 7/6 (水), 7/20 (水), 8/10 (水), 8/24 (水), 9/7 (水)

開催時間帯 18時00分～19時30分

参加社数（人数） 10人

開催方法（場所） Zoom開催
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勉強会の様子
オンラインホワイトボードMiroのイメージ
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
• 実際にアジャイル・スクラムを実施している方々の実体験に基づく意見がお聞きできて参考に

なりました。

• 私自身がアジャイル、スクラムについて悩んでいた部分の議論が出来たこと、参加者の方たち
の悩みを聞くことが出来、共感出来ること・新しい発見、解決出来たため

• 自分がアジャイル開発講座を受けながら、皆さんから共有した経験を実践して、効率がよく改
善できました。
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り

実施内容：オンラインホワイトボードサービスのMiroを利用し
て各自の意見をリアルタイムで共有しながら実施した

教訓：オンラインでありながらスムーズにディスカッション形式
での勉強会が実施できた

◆講師所感

参加者の実際のアジェイル開発の困りごとをベースにグルー
プディスカッション形式で実施したので、参加者が主体的に参
加していただくことができた。アンケート結果でも9割近くの参加
者に「役に立った」と回答いただき、非常に好評だったと思う。
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２０２２年度第２ラウンド

「Hypervisor仮想化技術」
実績報告

株式会社デンソー 高橋 聡樹
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勉強会概要

勉強内容

下記アジェンダに沿って勉強会を実施
1. 自動車業界の動向
2. 仮想化の技術とハイパーバイザーについて
3. Classic AUTOSAR製品向けHypervisor
4. 統合ECU開発プロセス
5. まとめと今後について

勉強スタイル レクチャー形式

開催日（全１回） 2023年1月27日(金)

開催時間帯 14時30分～17時30分

参加社数（人数） 30人

開催方法（場所） Zoom開催
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勉強会の様子
講義資料
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
• 仮想化の必要性について知りたかったので背景を理解できたので良かった

• 近々Hypervisorを用いた開発PJに関わるため直接ECU開発に関わっているわけではないが、
業界動向を知る良い機会になりましたため。

• 今後の車両アーキテクチャの流れから統合ECU化は不可避と考えており、過渡期として解決
方法になりうる仮想化技術を把握できたのは良い経験になりました。
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り

実施内容：講義形式で勉強会用のオリジナルのスライドを
ベースに講義を実施した。

◆講師所感

新しい勉強会テーマの実施だったので、参加者のレベル感が
わからず、できるだけわかりやすく丁寧な内容を心掛けた。そ
の結果内容については十分理解いただけた反面、少し物足り
なさを感じた方もいたため、今後はもう少し技術的に踏み込ん
だ話もできればと思う。
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２０２２年度第１ラウンド

「機能安全規格」
実績報告

ビジネスキューブ・アンド・パートナーズ株式会社
山下 祐太朗
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勉強会概要

勉強内容

＜基本＞

2018年12月に発行された機能安全(ISO 26262)第2版の概
要について、初版からの変化点を交えて解説致します。

勉強スタイル レクチャー形式

開催日（全●回） 第１回 7月15日(金)、第２回 7月21日(木)、第３回 7月29日(金)

開催時間帯 18時30分～20時30分

参加社数（人数） 11人

開催方法（場所） オンライン
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勉強会の様子

※オンラインによる開催のため、勉強会の写真はありません。

◆講義資料



40/91

アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント

– 機能安全の概論から抑えるべき部分と具体例まで交えて解
説頂いて非常に理解しやすかった

– 考え方やアプローチの方法等、幅広い範囲で包括した内容
であった
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り

– 講義を通じて、機能安全規格の第2版の概要及び第1版
からの変化点に対する理解を深めて頂くことができた

◆講師所感

– 安全設計だけではなく、安全管理のより具体な内容や詳
細を聞きたいという声が上がっているため、事例を紹介し
ていく
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２０２２年度第２ラウンド

「車載開発プロセス」
実績報告

ビジネスキューブ・アンド・パートナーズ株式会社
山下 祐太朗
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勉強会概要

勉強内容

＜基本＞

本勉強会は、Automotive SPICE v3.1に記載されているシ

ステムエンジニアリング系の設計プロセスに焦点を当て、開
発プロジェクトにおいて実施する活動、作成する作業成果物
の勘所と、プロセス改善の基本的な考え方を習得いただくた
めの内容となっております。

勉強スタイル レクチャー形式

開催日（全●回） 第１回 12月12日(月)、第２回 12月19日(月)

開催時間帯 18時30分～20時30分

参加社数（人数） 13人

開催方法（場所） オンライン
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勉強会の様子

※オンラインによる開催のため、勉強会の写真はありません。

◆講義資料
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント

– 要件定義から評価までの流れを知ることができた

– システムエンジニアリングプロセスに関する組織標準プロセ
スの構築に役立つと思った

– SYSプロセスについて勉強できた
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り

– 参加者から全体を通して積極的に質問が有り、自業務へ
の関係性を理解しようとする姿勢が見えた。

◆講師所感

– プロセスモデルに記載されている内容と、参加者が普段
行われている実際の自業務との関係性についての質問
が多々あった。理解を深めていただくためにも、イメージ
を沸かせるための成果物例などの事例を交えての説明
が必要であったと考える。実際に、アンケートでも事例に
対する要望が多いため、今後改善を検討する。
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２０２２年度第１ラウンド
「Automotive SPICE for Cybersecurity」

実績報告

ビジネスキューブ・アンド・パートナーズ株式会社
山下 祐太朗
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勉強会概要

勉強内容

＜基本＞

Automotive SPICE for Cybersecurityに記載されている6プ

ロセスに焦点を当て、開発プロジェクトにおいて実施する活
動、作成する作業成果物の勘所と、プロセス改善の基本的
な考え方を習得いただく。

勉強スタイル レクチャー形式（討議は演習形式）

開催日（全３回） 第１回 6月24日(金)、第２回 7月1日(金)、第3回 7月15日(金)

開催時間帯 17時00分～19時00分

参加社数（人数） 11人

開催方法（場所） オンライン
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勉強会の様子

◆講義資料

※オンラインによる開催のため、勉強会の写真はありません。
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アンケート結果

・グラフ (経験年数と勉強会評価のグラフを掲載する）

・参加者のコメント

– A-SPICE for CSの内容が未だ把握できていないため切っ
掛け作りになった

– 新たに追加されたCS関連のプロセスを、組織標準プロセス
にどう実装すれば良いか理解できた
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り

– 講義を通じて、Automotive SPICE for Cybersecurityに
おける各プロセスの目的や成果等の要点に対する理解を
深めて頂くことができた

– ディスカッションを実施したことで持ち帰って活用いただく
きっかけを提供することができた

◆講師所感

– より具体な内容や詳細を聞きたいという声が上がってい
るため、事例を紹介していく
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２０２２年度第２ラウンド

「車載セキュリティ(ISO/SAE 21434 概要)」
実績報告

ビジネスキューブ・アンド・パートナーズ株式会社

山下 祐太朗
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勉強会概要

勉強内容

＜基本＞
本勉強会では、自動車向けサイバーセキュリティ規格である
ISO/SAE 21434の要求事項をベースにリスクアセスメントお
よび脆弱性分析について講師が解説した上で、具体的な手
法や留意点について講師と参加者で共に討議します。

勉強スタイル レクチャー形式（討議は演習形式）

開催日（全３回）
第１回 １２月２日(金)

第２回 １２月１６日(金)

第３回 １月１３日(金)

開催時間帯 １７時００分～１９時００分

参加社数（人数） 11社（11名）

開催方法（場所） オンライン開催（Zoom）
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◆講義資料

◆演習資料

勉強会の様子

※オンラインによる開催のため、勉強会の写真はありません。
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント

– 知らなかった脅威分析などの手法を知ることができた。

– リスク分析や脆弱性分析の際、どう考えればよいか分かり
やすかった。

– 講義内容が、実際的であった。
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り

– 講義を通じてISO/SAE 21434の概要と、TARAおよび脆
弱性分析の要点をつかんでいただくことができた。

– ホワイトボードを用いたディスカッションを通じて、実際の
現場の状況を反映した意見交換をしていただくことがでい
た。

◆講師所感

– サイバーセキュリティの導入としては有意義な勉強会に
なったかと思う。

– 実際の業務に活用するにはより詳しい理解が必要との意
見もあり、今後に向けてより詳細な内容の勉強会を検討
したい。
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２０２２年度第２ラウンド

「クラシックAUTOSAR」
実績報告

株式会社豊田自動織機 棚橋 拓也
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勉強会概要

勉強内容

＜基本＞
クラシックAUTOSARの基礎的な内容についてレクチャー形式で学
んでいただく
【第１回】

・AUTOSAR概要、クラシックAUTOSARコンセプト
【第２回】

・クラシックAUTOSARの現状（課題、新たな取り組み）
【第３回】

・クラシックAUTOSAR対応BSW適用時課題

勉強スタイル レクチャー形式

開催日（全３回） １１月２５日（金）、１２月２日（金）、１２月９日（金）

開催時間帯 １９時００分～２０時３０分

参加社数（人数） ２１社（２１名）

開催方法（場所） オンライン（Teams）
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■講義資料

【第１回】

【第２回、

第３回】

※オンラインによる開催のため、勉強会の写真はありません

勉強会の様子
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
－ AUTOSARの基本的な考え方からアーキテクチャまで理解ができた

－ AUTOSAR規格の読み方のポイント解説が有益だった

－ 規格をなぞるだけでなく、実際に使っている立場からのコメントが聞けた

－ 今後は車載Ethernet・機能安全の分野をピックアップしていただきたい

－ AUTOSARの具体的な実装例や動作例が知りたい
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
－ クラシックAUTOSARにおける沿革や規格の説明だけでなく、

「規格の読み方」、「AUTOSAR対応の難しさ」も取り入れた

⇒ AUTOSAR対応BSW開発部署ならではの目線で実施

－ 近年のトレンドとして「セキュリティコンポーネント」を取り上げて

解説したが、今後は要望を反映

⇒ より参加者に寄り添った（ニーズに答えた）ものとしていく

◆講師所感
－ クラシックAUTOSARは車載分野でのECU開発に無くてはならない

ものとなっている

参加希望者（様々な開発経験者）が多い勉強会であるため、

今後も会員の皆様と広く知見を共有していきたい
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２０２２年度第１ラウンド

「Pythonを用いたディープラーニング」
実績報告

株式会社クレスコ 井上祐寛
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勉強会概要

勉強内容

ディープラーニングの入門として、まずは体験し理解する事
を目的とし、仕組みについて解説を行い、Pythonを用いた演
習を実施する事で理解を深めます。なお、演習では手書き
文字認識(MNIST)、画像認識(全結合ネットワーク、CNN)、転
移学習、物体検知(Yolo v5)を扱いました。

勉強スタイル レクチャー形式、演習方式

開催日（全４回） 第1回 6月23日(木),第2回 7月7日(木),第3回 7月21日(木),第4回 8月4日(木)

開催時間帯 １８時００分～２０時００分

参加社数（人数） ２２人

開催方法（場所） Web開催
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勉強会の様子
テキストの例 演習プログラムの例

画像の出典：
https://www.yomiuri.co.jp/media/2020/09/20200921-OYT1I50030-1.jpg

演習：物体検出
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アンケート結果

53% 役に立った

47% まあまあ役に立った

0% 普通

0% 改善する必要があった

positive 100%

• 参加者のコメント(勉強会について、なぜそう思ったか）

• 勉強会について

PC上で試作をするための一通りのノウハウは得られたため
毎回実践まできちんと教えてくださり、ディープラーニングを使う際のイメージすることができた
今まで言葉のみの知識だったが、具体的な手法・方法を知ることができたため
0からの勉強で、得るものが多かった
AIの概要に加えて実際のソースで学習が進んでいく様子を確認出来た
講師の説明も興味深く、受講者の質問も活発でいい雰囲気だった
セミナーや教材はいろいろあるが、実際に動かしてみる実習形式は例が少なく、新鮮だった
受講前は知らなかったが、受講したことにより機械学習の手法に向いた使い方を知ることができた

今行っている開発も今後は機械学習を活用が必要と謡われているので、今後のための事前知識と
して大変参考になりました
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
第１回 単純パーセプトロン、多層パーセプトロン、手書き文字認識

第２回 ディープラーニングの概要、畳み込みニューラルネットワーク

第３回 ファインチューニング、VGG16、犬猫画像の分類器

第４回 一般物体検出 (YOLO)の活用

◆講師所感
・参加者全員からポジティブな感想を得る事ができた(良かった点)

・学習データの事前入手によりスムーズな勉強会進行となった(良かった点)

昨年度、学習データの転送に時間がかかり勉強会に余裕がなかった点への

対処が今回行えた。

・勉強会が活発であった(良かった点)

アンケートにも “受講者の質問も活発でいい雰囲気だった”とあった。
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２０２２年度第１ラウンド

「クラウドで動かすAI」
実績報告

株式会社クレスコ 井上祐寛
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勉強会概要

勉強内容

クラウドサービスとして提供される画像認識、音声認識、自
然言語処理などのAIサービスを対象に、演習を通し人工知

能への理解を深め、自力で人工知能を試せるようになる事
を目的とした内容にて実施。
勉強会で扱う主なテーマ：
(1)AIサービスとして音声認識、画像認識、対話機能
(2)AIサービスの解説と演習
(3)他社のクラウドサービスについても試します

勉強スタイル レクチャー形式、演習方式

開催日（全４回） 第1回 6月28日(火),第2回 7月5日(火),第3回 7月19日(火) ,第4回 8月2日(火)

開催時間帯 １８時００分～２０時００分

参加社数（人数） ２０人

開催方法（場所） Web開催
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勉強会の様子
テキストの例
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アンケート結果

25% 役に立った

56% まあまあ役に立った

13% 普通

6% 改善する必要があった

positive 81%

• 参加者のコメント(勉強会について、なぜそう思ったか）

• 勉強会について

AWSが持つ画像認識や機械学習の機能、使い方について学べたから
使ったことのないサービスについて知れたため
各クラウドサービスの存在を知れたことが大きかったです
触ったことの無いものが多かったのと、各社での比較もして頂けてたので
AWSでできる機能と、かんたんな使用方法がわかった
丁寧なハンズオンを通じて具体的なイメージを持つことができた
AIの具体的な利用方法が知れてよかった
実際に自分でも作ってみようと思えるほどわかりやすかったです。ありがとうございました。
時間内に課題が終わらなかった回がある
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
第１回 音声認識、各社サービスの比較、AWS Transcribeによる演習

第２回 画像認識、各社サービスの比較、AWS Rekognitionによる演習

第３回 対話システムの仕組み、概要、AWS Lexによる演習

第４回 物体検知、 AWS Rekognitionによる演習

◆講師所感
・参加者からポジティブな感想を得る事ができた (良かった点)

・演習で利用していたWatsonが画像認識から撤退したため、演習環境をAWSに変更

これに伴いテキストの作り直しを実施した。 (苦労した点)

・使用料を無料枠に収められた(工夫した点)

→ 画像系AIサービスを月またぎ(第2回、第4回)とする工夫を行った

(無料枠は月単位でリセットされて枠が復活するため)

・画像認識モデルの学習に時間がかかり、学習を終える事ができなかった(課題)

学習済みモデルを事前に用意するなど
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２０２２年度第２ラウンド

「ラズベリーパイで動かすAI」
実績報告

株式会社クレスコ 井上祐寛
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勉強会概要

勉強内容

ディープラーニングの概要について学び、エッジデバイ
スとしてラズベリーパイにカメラ、マイクを接続しAI
の実装を行いました。演習では画像認識、物体検知、
AIスピーカ(音声認識、音声合成、自然言語処理）、手
書き文字を認識するAIカメラの実装を行いました。

勉強スタイル レクチャー形式、演習方式

開催日（全３回） 準備会 12月12日(月),第1回 12月19日(月),第2回 2023年1月23日(月),

第3回 1月30日(月),第2回* 2月10日(金)、2月13日(月) 

開催時間帯 １８時００分～２０時００分

参加社数（人数） １0人

開催方法（場所） Web開催

*第2回は同じ内容の勉強かを2回実施
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勉強会の様子
テキストの例 演習プログラムの例

演習：AIスピーカ
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アンケート結果

62% 役に立った

25% まあまあ役に立った

0% 普通

13% 改善する必要があった

positive 87%

• 参加者のコメント(勉強会について、なぜそう思ったか）

• 勉強会について

pythonとAIに触れる良いきっかけになった演習も解説もわかりやすかった
理由として、自分が今自然言語処理に関する技術を試すことに役に立つことができます
自分で少し学習しています興味が持っているから、そこで、役に立ています
大学時代も機械学習に少し触れていました、が、改めて勉強になりました
今後自分で実装したいときにより役立つように感じました
Python、ラズパイ、エッジAIすべてが初めての分野であったため、とてもいい機会になりました
機械学習などに興味がありその一端を知ることができたから
コード解説の他に一般的なフローなどがもしあれば教えていただきたかったです

浅く広くという印象で、もう少しフォーカスして深掘りしてほしかったラズパイは不要だったのではと
感じてしまった
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
準備会 環境構築、Python入門(任意参加)

第１回 環境確認、ディープラーニング入門、手書き文字認識

第２回 エッジAIの概要、ラズパイにて画像認識、物体検知

第３回 AIスピーカ(音声認識、合成音声、自然言語処理を活用)

◆講師所感
・参加者からポジティブな感想を得る事ができた(良かった点)

・第2回を中止し、別日に開催としたこと(反省点)

受講者にご迷惑をお掛けする事となったが、再度の開催日調整ではご協力を頂き

実施する事ができた。なお、中止の原因は画面共有時の設定ミス。
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２０２２年度
「トヨタ自動車九州バーチャル工場見学会」

実績報告

ASIF九州
アイシン・ソフトウェア株式会社 上田孝信
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勉強会概要

勉強内容

コロナ渦の影響もあり、新人の工場実習やASIF等での
工場見学の機会が激減している。
今回、リモート環境での工場見学を活用し、自分たちの
開発した製品の後工程を知ることを目的とする。
また、製品に対しての品質、業務遂行に対する安全の意
識を参加者全員で再認識する。

勉強スタイル 工場見学

開催日（全１回） 第１回 ２月１６日(木)

開催時間帯 １５時３０分～１６時１５分

参加社数（人数） ７９名

開催方法（場所） Web開催（Zoom使用）
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勉強会の様子
工場の様子 改善提案事例

安全への取り組み事例 質問タイム
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アンケート結果
・グラフ

・参加者のコメント

・リアルタイム見学を想像しておりましたので少し残念でしたが
質問タイムで現場の方の「生きたコメント」が聞けてとてもよかった

・生産ラインに不合格品を忍ばせ、検証スキルの妥当性を図るプロセスを
通じてスキル維持/向上への取り組みが参考になった

・自動化の有無とその理由が興味深かった
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
今回は人数制限を設定せず、内容的にも幅広いキャリアの
方々に参加を募りました。（同時接続400ユーザまで許容）
各拠点で集合し視聴する方や在宅環境から視聴される方
など参加方法も様々で、多くの方が参加いただけたと
思っております。
質問タイムも活発な質問が飛び交い、カイゼンの話なども
聞くことができ、特に若手社員には有意義な見学会と
なりました。

◆主催者所感
今回の見学会が好評であったため、自社（アイシン・ソフト

ウェア）でも3月16日に見学会を開催予定。
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２０２２年度

「ETロボコンクラブ」
実績報告

デンソーテクノ株式会社 水口善之
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勉強会概要

勉強内容

ETロボコンを教材とし ※初心者可
分析（ユースケース）

設計（モデル設計、オブジェクト指向）

実装（C, C++言語）

機械制御（リアルタイム制御、画像認識など）

☆マネジメント・設計・コーディングに至るまで

総合的なソフトウェアの勉強の場として活用

勉強スタイル 演習方式

開催日（全24回）
第１回 ４月８日(土) ～ 第２４回 ３月２３日
(土)

開催時間帯 月２回 土曜日 １３時００分 ～１８時００分

参加社数（人数） ６社（６名）

開催方法（場所） 面直・リモート併用（レンタル会議室・Discord ）
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ETロボコンについて

社団法人 組込みシステム技術協会
（JASA）主催
「組込みシステム」分野における
技術教育をテーマとし 決められた
走行体でコースを自律走行する競技

UML等で分析・設計した

ソフトウェアでロボットを制御

走行タイム・モデリング両方で競う

21年度はシミュレータ限定だったが

22年度から上位クラスで実機が復活
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2022年度活動実績

ETロボコン2022東海地区アドバンストクラス 参加

⮚ 総合順位：5チーム中5位

⮚ 走行タイム：0秒（棄権）

⮚ モデル評価：D
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反省点

・ 地区大会で走らせることができず、残念ながら棄権

・ 実機での経験不足（2021はシミュレータ開催）

・ 前半は経験者と初心者ですれ違いが生じていた

良かった点

・ 欠席が続いたメンバには個別に声をかけて状況を聞き取り

安心して次回参加できるように配慮

・ 地区大会後の危機感から全員で話す機会が増え活発化

・ 話し合いの中で「自分の課題を互いに相談可能なソフトウェア

スキル」が必要と理解できた

・ 全員が活動を続けられ、途中離脱者が０だった

振り返り
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2023年度の目標

・成果を見える形で残すため今年もETロボコンへ出場

★アドバンストクラス （実機では２度目の挑戦）

☞完走を目指し 初心者の基礎スキル習得

☞難所クリアを目指し 経験者の応用スキル向上図る

・ETロボコン主催の研修に参加

ソフトウェア開発の腕を磨き、他チームと交流を深める

・月2回の勉強会開催というペースを守り

楽しみながら 全員で着実にスキルアップしていく
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最後に

ETロボコンを題材に 引き続き東海地区の組み
込み系ソフトウェアエンジニアの育成と交流に
努めて行きたい

そのため クラブをさらに活性化させ新たな力で

全国CS大会にも進出したい！ というわけで・・

新メンバ随時募集中!
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